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途
上
国
に
対
す
る
研
修
活
動
の
意
義

国
連
の
世
界
人
口
推
計
（
国
連
経
済
社
会

理
事
会
人
口
部
「
世
界
都
市
化
予
測
（
２
０

０
５
）」）
に
よ
れ
ば
、
世
界
に
お
け
る
都
市

居
住
者
の
数
と
そ
の
割
合
は
今
後
も
増
え
続

け
、
こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
の
ほ
と
ん
ど
は

発
展
途
上
国
で
起
き
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
途
上
国
で
は
海
岸
部
に
大
都
市
が
形
成

さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
今
後
地
球

温
暖
化
が
引
き
起
こ
す
気
候
変
化
や
海
面
上

昇
に
よ
り
、
水
災
害
リ
ス
ク
は
よ
り
一
層
高

ま
る
と
思
わ
れ
、
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
課
題
解
決
型
研
修
」
の
実
施

大
規
模
水
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

職
員
個
人
の
み
な
ら
ず
、
防
災
組
織
と
し
て

の
対
応
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
で
は
「
自
ら
考

え
、
課
題
を
解
決
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
研
修
」
す
な
わ
ち
『
課
題
解
決
型
研
修
』

を
目
指
し
、
主
に
次
の
４
つ
の
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

﹇
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
研
修
﹈

本
研
修
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
毎
年
、
ア

ジ
ア
８
カ
国
（
中
国
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
マ
レ
ー
シ

ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
）
か
ら
16
人

の
主
に
行
政
部
内
の
実
務
技
術
者
を
対
象
に

５
週
間
、
講
義
・
演
習
な
ど
を
通
じ
て
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
で
き
る
人
材
育
成

を
図
る
も
の
で
す
（
平
成
20
年
度
は
７
カ
国

か
ら
10
名
）。

講
義
・
演
習
に
加
え
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で

実
地
演
習
「
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
実

施
し
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
普

及
に
つ
い
て
実
践
的
な
知
識
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

﹇
修
士
課
程
　
防
災
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

水
災
害
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
﹈

土
木
研
究
所
は
、
平
成
18
年
３
月
に
、
ユ

ネ
ス
コ
の
後
援
の
も
と
、「
水
災
害
・
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
国
際
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｒ
Ｍ：

ア
イ
チ
ャ
ー
ム
）」
を
設
立
し
、
ア
ジ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
の
水
関
連
災
害
の

解
決
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
で
は
研

修
活
動
を
通
じ
、
我
が
国
の
水
関
連
災
害
に

関
す
る
知
識
・
経
験
を
途
上
国
の
実
務
技
術

者
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
途
上
国
に
お

け
る
水
関
連
災
害
へ
の
対
応
能
力
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

日本の水災害ノウハウを世界へ
―研修活動を通じた国際貢献―

独立行政法人　土木研究所

平成16年度以降にICHARMが研修活動で受け入れた国と研修者数

写真１　三重県伊勢市におけるタウンウォッチング

過去の研修員を通じた国際情報ネットワークの構築が進展
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本
コ
ー
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
と
政
策
研

究
大
学
院
大
学
、
（独）
国
際
協
力
機
構
の
三
者

の
連
携
に
よ
り
、
水
災
害
被
害
軽
減
の
総
合

的
計
画
立
案
、
実
践
活
動
を
行
え
る
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
人
材
の
養
成
を
主
な
目
的

と
す
る
１
年
間
の
修
士
課
程
コ
ー
ス
で
す
。

昨
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
コ
ー
ス

で
は
、
第
一
期
の
学
生
10
人
が
無
事
修
士
の

学
位
を
取
得
し
、
今
年
10
月
ス
タ
ー
ト
の
第

二
期
コ
ー
ス
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
中

国
、
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お

よ
び
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
計
９
名
の
学
生
が
学

ん
で
い
ま
す
（
写
真
２
）。

修
士
論
文
で
は
、
研
修
生
が
自
ら
自
国
の

課
題
解
決
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
研
究
す
る
こ

と
か
ら
、
水
災
害
被
害
軽
減
の
総
合
的
計
画

立
案
が
可
能
な
人
材
育
成
が
図
ら
れ
、
帰
国

後
の
自
国
で
の
課
題
解
決
促
進
に
も
役
立
つ

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
特
に
同
一
組
織
か

ら
の
研
修
修
了
者
が
複
数
に
な
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
組
織
の
課
題
解
決
能
力
の
よ
り
一

層
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

﹇
Ｕ
Ｎ
／
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
総
合
津
波
防
災
研
修
﹈

本
研
修
は
、
津
波
常
襲
国
で
あ
る
日
本
の

過
去
の
経
験
を
生
か
す
べ
く
、
Ｕ
Ｎ
／
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｒ
（
国
連
国
際
防
災
戦
略
）
の
資
金
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
の
４
カ

国
の
津
波
対
策
を
推
進
す
る
組
織
の
チ
ー
フ

ま
た
は
同
等
の
地
位
に
あ
る
政
府
関
係
者
計

11
名
を
対
象
に
本
年
６
月
２
日
か
ら
７
月
11

日
に
か
け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

大
規
模
な
水
門
や
防
潮
堤
に
よ
る
津
波
対

策
の
重
要
さ
を
教
え
る
こ
と
よ
り
も
、
資
金

や
人
材
が
乏
し
く
、
災
害
対
策
が
後
回
し
に

さ
れ
が
ち
な
途
上
国
に
お
い
て
、
い
か
に
災

害
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る
か
を
研
修
の

目
的
に
据
え
た
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

﹇
総
合
的
な
河
川
お
よ
び
ダ
ム
管
理
研
修
﹈

本
研
修
は
、
昭
和
48
年
度
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

「
河
川
工
学
」
研
修
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
課
題
解
決
型
研

修
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中

南
米
の
計
51
カ
国
か
ら
合
計
約
４
２
０
名
を

研
修
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
現
在
世
界
気
象
機
関
で
部
長
を
務
め
て

い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
は
、
本
研
修
の
企
画
・
運

営
実
施
に
対
し
て
技
術
的
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
研
修
生
の
個
別
研
修
指
導
受
け
入
れ
、

「
水
文
観
測
」
や
「
流
出
解
析
」
お
よ
び
「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
演
習
」
な
ど
の
授
業
の
実
施

な
ど
、
多
方
面
で
貢
献
し
て
い
ま
す
。

﹇
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
﹈

日
本
で
の
研
修
活
動
だ
け
で
は
、
そ
の
国

の
課
題
解
決
を
推
進
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

研
修
員
の
組
織
全
体
が
当
事
者
意
識
を
持
つ

必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
困
難
に
直
面
し
た

際
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
研
修
を
終
え
て
取
組
み
を
進
め
る

段
階
で
出
て
き
た
課
題
は
次
年
度
の
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
、
途
上
国
で
必
要

な
情
報
を
提
供
で
き
る
研
修
に
向
け
て
常
に

改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
研
修
終
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
が
重
要
で
、「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
研
修
」
で
は
研
修
終
了
後
、
自
国
で
の
活

動
や
直
面
し
て
い
る
課
題
な
ど
を
報
告
す
る

た
め
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
研
修
生
間
で
の
情
報
共
有
を
図
る
と
と

も
に
、
活
発
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
継
続

さ
せ
、
一
過
性
の
研
修
に
と
ど
め
な
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

今
後
の
課
題

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｍ
の
課
題
と
し
て
は
、
課
題

解
決
型
研
修
推
進
の
た
め
に
、
そ
の
組
織
に

当
事
者
意
識
を
持
た
せ
、
毎
年
継
続
し
て
同

じ
組
織
か
ら
研
修
生
を
計
画
的
に
派
遣
し
て

も
ら
う
仕
組
み
作
り
や
、
研
修
生
が
職
場
を

異
動
し
て
も
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継
続

的
に
機
能
さ
せ
る
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
研
修

活
動
を
実
施
す
べ
く
引
き
続
き
努
め
て
参
り

ま
す
。
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